
面接/Face-to-face
学則第 9 条の 5 対象：対象外/Not Applicable

Article 9-5 of the Undergraduate Regulations applies

10403312-023 ○３年次演習関連科目１-23（ファイナンス１（行動経済学））

2 単位/Unit　　春学期/Spring　　今出川/Imadegawa　講義/Lecture
Third Year Advanced Seminar 1-23 （Applied Finance 1 -Behavioral Finance-） 

　新関　三希代

＜概要/Course Content Summary ＞

本講の目的は，行動ファイナンスの理論を学ぶ前段階として，伝統的ファイナンス理論の基礎的概念を学ぶことである。ま

た，今日の証券市場，企業金融を理解する基礎理論を構築し，実際のデータを用いて現実の金融市場の諸問題に関する実証分

析を行う。

さらに，90 年代の「失われた 10 年」，サブプライム問題から端を発した金融不安等々，近年の企業を取り巻く環境は悪化し

ている。後半の授業では外部の講師を招いて金融市場の現状について紹介してもらう。

なお，本科目は主に「2 年次演習（新関）」を履修済の学生を対象にしている。

　

＜到達目標/Goals,Aims ＞

　

学生がファイナンス理論の基礎を理解でき，自ら金融市場における課題を探れるようになってほしい。

＜ DO Week 期間の初回動画等の配信/The delivery of the first video, etc. during the “DO Week”＞

なし/ Not deliver the video

＜授業計画/Schedule ＞

実施時期/Week
授業回/Number of Lesson授業実施方法/How to Conduct a Lesson授業実施時間数/Class Hours
内容/Contents
授業計画外の学習/Assignments

第１週　DO Week
{なし 0 分／min.

なし

なし

第 2 週

1 面接/Face-to-face 90 分／min.
実証分析の手法（その 1）
授業の復習

第 3 週

2 面接/Face-to-face 90 分／min.
実証分析の手法（その 2）
グループ別の実習課題

第 4 週

3 面接/Face-to-face 90 分／min.
金融と証券

授業の復習

第 5 週

4 面接/Face-to-face 90 分／min.
株式市場（その 1）
授業の復習

第 6 週

5 面接/Face-to-face 90 分／min.
株式市場（その 2）
グループ別の実習課題

第 7 週

6 面接/Face-to-face 90 分／min.
効率的市場仮説

授業の復習

第 8 週

7 面接/Face-to-face 90 分／min.
債券価格理論

授業の復習

第 9 週

8 面接/Face-to-face 90 分／min.
為替レート決定理論

グループ別の実習課題

第 10 週 9 面接/Face-to-face 90 分／min.
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ポートフォリオ理論（その 1）
授業の復習

第 11 週

10 面接/Face-to-face 90 分／min.
ポートフォリオ理論（その 2）
授業の復習

第 12 週

11 面接/Face-to-face 90 分／min.
MM 理論（その 1）
授業の復習

第 13 週

12 面接/Face-to-face 90 分／min.
MM 理論（その 2）
授業の復習

第 14 週

13 面接/Face-to-face 90 分／min.
先物とオプションについて（その 1）
授業の復習

第 14 週

14 面接/Face-to-face 90 分／min.
先物とオプションについて（その 2）
グループ別の実習課題

授業期間終了後/After the Class
Period

15 面接/Face-to-face 90 分／min.
授業のまとめ

各班のプレゼンテーション

　

学生の理解度によって，授業内容を変更する。

授業実施方法／How To Conduct a lesson 授業実施時間数／Class Hours
面接/Face-to-face 1350 分／min.
オンデマンド（動画視聴）/On-demand(watching video) 0 分／min.
オンデマンド（授業内課題）/On-demand(assignment in class) 0 分／min.
リアルタイム配信/Real-time online 0 分／min.
その他/Others 0 分／min.
総合計／Totlal Amount class hours 1350 分／min.

アクティブラーニング/Active Learning

発見学習 / Discovery Learning, 体験学習 / Experiential Learning, 調査学習 / Research Based Learning, 課題解決型学習 / PBL
(Project Based Learning), 問題解決型学習 / PBL (Problem Based Learning), ディスカッション / Discussion, グループワーク / Group
Work, プレゼンテーション / Presentation, フィールドワーク / Fieldwork

使用システム/System tools

使用しない / None

＜成績評価基準/Evaluation Criteria ＞

平常点（出席，クラス参加，発表，グループ作業の成果等）　80%
授業内容の理解度と実習課題。

クラスでの発表と貢献　20%
積極的に質疑応答ができるか。

実習課題を与えるので，その内容（分析の多様性等）によって評価する。

＜テキスト/Textbook ＞

毎回，授業用資料（独自のテキスト）を提供する。

＜参考文献/Reference Book ＞

授業中に指示する。

＜連絡方法/Contact method ＞

科目担当者への連絡方法/Contact method from student to instructor

E メール。
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科目担当者からの連絡方法/Contact method from instructor to students

E メール。

＜備考/Remarks ＞

「ファイナンス２－行動経済学－」と継続性がある。
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